
一

般

質

問

（８） おしゃまんべ議会だより 第１８６号

　
長
﨑
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
が

全
国
で
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
続
く
な
か
、
公
共
施
設
全

体
の
状
況
を
把
握
し
、
長
期

的
な
視
点
に
よ
り
更
新
、
統

廃
合
、
長
寿
命
化
等
を
計
画

的
に
行
い
、
財
政
負
担
の
軽

減
、
平
準
化
を
し
、
公
共
施

設
等
の
最
適
な
配
置
が
必
要

で
あ
る
と
国
が
求
め
て
い
る
。

　
こ
の
事
を
踏
ま
え
、
公
共

施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め

の
計
画
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
を
策
定
し
国
へ

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
各
地
域
会
館
の
今

後
の
扱
い
に
つ
い
て
住
民
も

大
き
な
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

計
画
の
進
捗
状
況
、
概
略
な

ど
を
伺
う
。

　
町
長
　
本
町
に
お
け
る
公

共
施
設
や
道
路
・
橋
り
ょ
う

等
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
つ
い
て

も
、
老
朽
化
対
策
等
が
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
本
年
度
か

ら
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、
公
共
施
設
等

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
、
更

新
費
用
の
推
計
と
施
設
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
予

測
、
人
口
推
計
等
に
よ
る
施

設
利
用
数
の
推
計
や
財
政
推

計
を
実
施
し
、
総
合
的
な
整

理
・
分
析
に
よ
る
公
共
施
設
・

イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
現
状
報

告
書
（
白
書
）
を
作
成
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

は
公
共
施
設
等
の
洗
い
出
し

作
業
が
完
了
し
、
コ
ス
ト
の

推
計
等
を
行
っ
て
い
る
段
階

で
あ
る
。

　
来
年
度
は
、
現
在
作
成
中

の
白
書
に
基
づ
き
、
公
共
施

設
等
の
現
状
や
課
題
を
客
観

的
に
把
握
・
分
析
す
る
た
め
、

公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す

る
基
本
方
針
の
検
討
や
、
町

民
・
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

実
施
し
、
各
地
域
会
館
の
あ

り
方
を
含
め
、
本
町
に
お
け

る
公
共
施
設
等
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
管
理
に
関
す
る

基
本
的
な
方
針
を
策
定
す
る
。

　
長
﨑
　
公
共
施
設
等

の
洗
い
出
し
作
業
は
既

に
完
了
し
て
い
る
と
の

事
だ
が
、
内
容
な
ど
示

せ
る
も
の
は
あ
る
か
。

　
総
務
課
長
　
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
は
、

来
年
３
月
　
日
を
期
限

２２

と
し
て
委
託
事
業
を
進

め
て
い
る
。

　
結
果
が
ま
と
ま
り
次

第
、
議
会
に
報
告
す
る
。

　
長
﨑
　
計
画
作
成
に

策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。

　
総
務
課
長
　
流
れ
と
し
て

は
、
一
番
上
に
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
が
あ
り
、
そ

の
下
に
橋
梁
の
長
寿
命
化
計

画
な
ど
の
個
別
計
画
が
あ
る
。

　
長
﨑
　
こ
の
計
画
は
　
年
１０

　
年
な
ど
、
ど
の
く
ら
い
の

２０ス
パ
ン
で
計
画
の
結
果
を
出

す
の
か
。

　
総
務
課
長
　
国
か
ら
は
、

少
な
く
と
も
　
年
以
上
の
ス

１０

パ
ン
を
考
え
た
計
画
を
策
定

す
る
よ
う
指
導
が
あ
る
。

老朽化が進む公共施設

公共施設等の老朽化対策は

総合的・計画的な管理に関する　　　　

　　　　　　　　基本方針を策定する

長﨑　 厚 議員

あ
た
り
、
国
に
よ
る
事
前
審

査
は
あ
る
の
か
。
あ
る
と
し

た
ら
期
日
ま
で
に
間
に
合
う

の
か
。

　
総
務
課
長
　
国
の
事
前
審

査
は
特
に
な
い
。

　
本
年
度
作
成
さ
れ
る
白
書

に
よ
り
全
体
状
況
を
把
握
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
新
年
度
は
類

型
別
の
計
画
等
を
策
定
し
な

が
ら
、
今
後
進
め
る
べ
き
町

の
全
体
像
の
取
り
ま
と
め
を

す
る
。

　
長
﨑
　
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
と
イ
ン
フ
ラ
長
寿

命
化
計
画
は
、
別
々
に
計
画
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長
﨑
　
平
成
　
年
３
月
、

２７

長
万
部
温
泉
　
周
年
記
念
事

６０

業
で
、
日
本
で
初
め
て
温
泉

学
の
分
野
を
切
り
開
い
た
第

一
人
者
で
あ
り
、
文
学
博
士
、

医
学
博
士
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
る
松
田
忠
徳
札
幌
国
際

大
学
教
授
の
講
演
が
行
わ
れ
、

木
幡
町
長
は
じ
め
道
内
外
の

方
々
が
出
席
さ
れ
た
。

　
教
授
は
、
温
泉
の
科
学
的

価
値
は
そ
の
還
元
力
に
あ
る

と
し
て
お
り
、
予
防
医
学
を

通
じ
て
温
泉
街
や
商
店
街
の

新
た
な
活
性
化
を
願
う
自
治

体
か
ら
の
要
請
で
、
週
に
２

回
３
ヶ
月
の
あ
い
だ
温
泉
に

入
浴
し
、
そ
の
還
元
力
を
検

証
す
る
事
業
等
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
の
事
業
に
は
国
の

補
助
金
も
あ
り
、
道
内
外
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
長
万
部
温
泉
を
活
用
し
な

が
ら
、
商
店
街
の
活
性
化
と

観
光
振
興
な
ど
、
新
幹
線
を

核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
対
策

事
業
は
、
全
国
商
工
会
連
合

会
が
公
募
す
る
「
小
規
模
事

業
者
地
域
力
活
用
新
事
業
全

国
展
開
支
援
事
業
」
で
あ
り
、

地
域
の
小
規
模
事
業
者
が
、

地
域
資
源
を
活
用
し
て
新
た

な
特
産
品
開
発
や
観
光
開
発

を
行
う
取
り
組
み
な
ど
を
総

合
的
に
支
援
す
る
も
の
で
、

商
工
会
が
実
施
機
関
で
な
け

れ
ば
補
助
は
受
け
ら
れ
な
い
。

長
万
部
町
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
の
実
施
は
で
き
な
い
の

で
、
長
万
部
温
泉
街
の
活
性

化
や
集
客
効
果
を
高
め
る
た

め
に
も
、
長
万
部
温
泉
利
用

協
同
組
合
が
積
極
的
な
役
割

を
担
っ
て
、
長
万
部
温
泉
利

用
協
同
組
合
の
事
務
局
で
あ

り
、
実
施
機
関
と
な
る
長
万

部
商
工
会
と
相
談
・
協
議
し

て
い
た
だ
き
、
実
施
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
長
﨑
　
長
万
部
町
も
商
工

会
や
長
万
部
温
泉
利
用
組
合

と
協
力
し
、
こ
の
事
業
を
牽

引
す
れ
ば
、
活
性
化
す
る
と

思
う
。
積
極
的
に
町
か
ら
も

進
言
助
言
な
ど
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
。

　
町
長
　
松
田
先
生
か
ら
は
、

全
国
　
箇
所
あ
る
掛
け
流
し

２６

温
泉
指
定
を
長
万
部
町
も
取

ら
れ
た
ら
ど
う
か
と
言
わ
れ

た
。
ま
た
、
こ
の
効
能
素
晴

ら
し
い
資
源
は
町
民
に
還
元

し
た
方
が
い
い
と
の
進
言
も

い
た
だ
い
た
の
で
、
敬
老
会

の
挨
拶
な
ど
で
、
ぜ
ひ
長
万

部
温
泉
に
入
っ
て
長
生
き
を

し
て
ほ
し
い
、
１
週
間
に
２

回
ほ
ど
長
万
部
温
泉
に
入
る

と
、
予
防
医
学
の
見
地
か
ら

も
素
晴
ら
し
い
温
泉
で
あ
る

と
伝
え
て
い
る
。

　
温
泉
利
用
組
合
が
一
丸
と

な
り
こ
の
事
業
を
推
奨
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
事
業
主
体
と

な
る
商
工
会
が
前
向
き
に
進

め
て
ほ
し
い
。
事
業
主
体
が

そ
の
意
識
を
持
ち
、
事
業
を

遂
行
し
て
い
く
と
い
う
基
本

姿
勢
が
な
け
れ
ば
、
協
力
で

き
る
よ
う
な
態
勢
に
は
な
ら

な
い
の
で
、
温
泉
利
用
組
合

と
商
工
会
で
十
分
話
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

の
集
客
手
段
と
し
て
も
、
経

済
効
果
を
望
め
る
有
効
な
政

策
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

　
町
長
　
松
田
先
生
の
講
演

で
は
、
「
源
泉
か
け
流
し
」

に
よ
る
長
万
部
温
泉
の
還
元

力
が
、
非
常
に
レ
ベ
ル
の
高

い
も
の
で
あ
り
、
予
防
医
学

の
視
点
か
ら
も
非
常
に
優
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
温
泉
資

源
を
活
用
し
て
地
域
の
健
康

度
を
向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、

長
万
部
温
泉
の
信
頼
が
高
ま

り
、
地
元
の
商
工
観
光
振
興

に
繋
が
る
と
い
う
趣
旨
の
お

話
が
あ
り
、
長
万
部
温
泉
の

効
能
の
す
ば
ら
し
さ
を
改
め

て
認
識
し
た
。

　
還
元
力
を
検
証
す
る
事
業

等
に
つ
い
て
は
、
寿
都
町
で

の
モ
ニ
タ
ー
調
査
に
よ
る
実

証
報
告
も
あ
っ
た
が
、
こ
の

長万部温泉発祥之地記念碑

長
万
部
町
の
財
産
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
温
泉
に
よ
る
活
性
化
を

こ
の
事
業
は
町
が
事
業
主
体
と
な
れ
な
い


